
山 形 県 立 鶴 岡 南 高 等 学 校

Tsuruokaminami  SSH News
 1

SSH通信
科学技術の発展を担う高い志を持った「人財」の育成を目指す

   つるなんSSH通信
 平成２４年度　第４号

ゼミゼミのテーマ・タイトル 指導者 ゼミゼミテーマ・タイトル 指導者
1 郷土文学について知る 木村　築 11

インターネット望遠鏡を使っての
物理法則の検証

公益文科大学講師　山本　裕樹
（友野　抗）

2 唐詩研究 伊藤　可菜 12 化学オリンピックゼミ 齋藤　一志

3 ｢グラフを動かし関数を楽しむ」
～ＧＲＡＰＥＳの活用～ 松浦　幸喜 13 科学の祭典ゼミ

山形大学産学連携教授　菅原晃
（上野　司）

4 複素数平面 畑山　智洋、飯澤　正明 14 物理の公式は本当に正しいのか 渡部　眞二

5 社会問題探究 土岐　秀昭 15 森の調べかた 星野　敏宣

6 鶴岡の都市伝説を探せ！ 佐藤　浩幸 16 実践・イメージトレーニング 石垣　馨

7 ＴＨＥ　ギリシア神話 松井　康 17 メモリー・クエスト～ブラック編～ 谷藤　温子

8 庄内の歴史 藤井　良明 18 地産地消　～在来野菜を考える～ 渡部　和子

9
資源・エネルギー問題を考える
～科学的な考え方を学ぶ～

山形大学農学部准教授　加来伸夫
（池田　理）　　　 19 ＬＳＲＷ 嶋屋　道子

10 鮮度測定　vol２
山形県水産試験場
（猪口俊二）

　昨年度より本校では、毎週1時間の「総合的な学習の時間」に『鶴南ゼミ』として探究的な学習活動に取り組
んでおります。『鶴南ゼミ』のメインとなる2年生の活動については、昨年と同様、本校教職員及び外部の研究者
の方々がそれぞれ定員10人程度のゼミを開設（今年は１９ゼミ開講）し、生徒が各自希望するゼミに所属し、個
人またはグループでそれぞれ研究テーマを設定し探究活動を行いました。
　『鶴南ゼミ』のねらいとしては、
①興味関心のある学問分野を深く掘り下げることで、学問の楽しさ・奥深さに気づかせる。
②自らテーマを設定し、探究していくことで、主体的に学習に取り組む姿勢を育成する。
③全体発表会にむけて、探究した成果をポスターにまとめることで、レポート作成能力を育成する。
④大勢の人の前でポスター発表をすることを通じ、プレゼンテーション能力を育成する。
⑤最後にこれらの活動を通じて、進路希望実現への意識を高める。
といったものが挙げられると思います。

　今年度の活動の総括として、2月14日に2年鶴南ゼミ全体発表会を開催しますが、多くの方に本校の取り組みを
ご覧いただきたいと考えております。（文責 ゼミ担当　五十嵐満）

鶴南ゼミの目的

2012 鶴南ゼミ開講一覧



鶴　南　　ゼ　　ミ　 
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　１月２６日、２７日に、宮城県仙台第三高等学校で平成２４年度東北・北海道地区SSH指定校発表会が開催され
ました。東北・北海道地区のSSH指定校の代表生徒が、それぞれの学校における理数諸活動の状況や研究成果の発
表を行い議論することで、相互に刺激し合い、これからの活動や研究の質的向上と内容の深化を図ることが目的と
されています。鶴岡南高校からは３つのゼミとTNP研究生の２年齋藤元文くんがポスターセッションと研究発表を
しました。

平成２４年度東北・北海道地区SSH指定校研究発表会

鮮度測定 　vol２

　
  山形県水産試験場にご協力いただき実施している鮮度測
定のゼミ発表。鮮度計を用いて鮮度保持方法の異なる魚の
K値の経日変化を測定、比較することにより、鮮度保持の
方法について考察を行った。

インターネット望遠鏡を使っての物理法則の検証

　
  東北公益文科大学の山本裕樹先生のご指導の
もと、ニューヨークにあるインターネット望遠
鏡を操作し木星の観測を行い、取り組んだ画像
から公転周期と軌道半径を求めケプラーの第３
法則の検証と質量計算を行った。

ポスター発表 ポスター発表
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資源・エネルギー問題を考える～科学的な考え方を学ぶ～
ポスター発表

　斎藤元文（２年・TNP研究生）
　私が行っている研究は、ビールに含まれるホップから、成分を抽出
し、抗菌作用を検証することです。また、その時さまざまな菌に対し
て抗菌性を見るために、独自に抽出溶媒の極性を変えたり、ホップ抽
出物と食品抽出物を併用し実験を行いました。この実験により、切り
花を長持ちさせる製品への実用化が近づきました。
　今回、東北地区のSSH発表会に参加し、同じ高校生がやっている研
究を身近で聞き合うことができました。また、大学の教授から、直
接、自分たちの研究を見てもらい、たくさんの助言をいただき、研究
に自信をもつことができ、とても良い体験になりました。来年は、ま
たレベルアップした鶴南ゼミの研究を発表してもらいたいです。

　山形県庄内地方の特産物である「米」と
「だだちゃまめ（枝豆）」から出る不要物の
「米ぬか」と「まめのさや」を基質として使
用してバイオエタノール生産、メタン生産、微
生物発電の実験を行っている。どのバイオマ
スエネルギー生産に適しているかを調べ、さ
らに生産方法の改良によって生産量の増加を
試みている。

ポップポリフェノールによる抗菌性について

奨励賞受賞 
ポップポリフェノールによる抗菌性について

口頭発表
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　慶應義塾大学先端生命科学研究所の特別研究生として,１、２年生も活動しています。現在は田川地区の鶴岡中
央、羽黒、鶴岡高専のみなさんと一緒に研究のための基礎を学んでいます。

情 報 科 学 リ テ ラ シ ー

　斎藤愛華　（２年・TNP研究生）　
　私がTNP活動をしたいと思った理由は、最先端の研究を行っていて それを高校生のう
ちから体験できるからです。昨年の夏にバイオサミットに参加させてもらって全国の高校
生はこんなに素晴らしい研究をしているのかととても勉強になり、自分もバイオサミット
で発表してみたいと思いました。私はクラゲの腸内細菌について研究しています。クラゲ
は体の構造がシンプルながらも消化のしくみはまだよく知られていません。本格的な実験
はもう少し先ですが、普段経験できないような貴重な体験させていただいているという感
謝の気持ちを忘れずに活動していきたいと思います。

　鶴巻萌　（２年・TNP研究生）　
　私は、大学の方々の指導のもと研究に携われることに興味を持ち昨年５月から活動に参加しています。
 ８月に行われたバイオサミットin鶴岡では、高校生の研究発表を聞いたり他校の生徒と意見を交わし合っ
たりなど、貴重な経験をさせて頂きました。発表を聞いて、全国の高校生が高度な研究をしていることを
知り、良い刺激を受けました。
 現在は、慶応大の方々の助言のもと研究計画を立て、準備を進めています。私は、焼畑という畑の土壌中
の微生物を調べる研究を計画しています。先端研での活動を通して、日々研究に携わる面白さや大変さを
学ばせて頂いています。

メタゲノム解析を用いた実験に向けて試薬などを計り取るピペットを使う練習をしています

メタゲノム解析とは土やクラゲの体などからそこ
にいる微生物のDNAを取り出し解析することで、
どんな微生物の群集がそこに生息しているのかを
調べる実験法です

浄水場から提供された活性汚泥に対してメタゲノム
解析をする前にどんな微生物がいるか顕微鏡で観察
しました


